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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板上に位置する有機発光素子と、
　前記有機発光素子上に位置する第２基板と、
　前記第２基板と前記有機発光素子との間に位置し、前記有機発光素子から発光した光を
、前記有機発光素子に対応する前記第２基板方向に集光するキャッピング層と、を含み、
　前記キャッピング層は、前記有機発光素子と離隔して前記第２基板と接触する高屈折層
、前記高屈折層と前記有機発光素子との間に位置し、前記高屈折層に比べて屈折率が小さ
い低屈折層、及び前記高屈折層と前記低屈折層との間に位置し、前記高屈折層の屈折率と
前記低屈折層の屈折率との間の屈折率を有する中屈折層を含むことを特徴とする有機発光
表示装置であって、
　前記有機発光素子は、
　前記第１基板上に位置する第１電極と、
　前記第１電極上に位置し、前記光を発光する有機発光層と、
　前記有機発光層上に位置する第２電極と、を含み、
　前記キャッピング層は、前記有機発光層から前記第１電極を外れる方向に照射される前
記光を、前記第１電極に対応する第２基板方向に集光し、
　前記第１電極は複数個であり、
　前記複数の第１電極のそれぞれは互いに離隔しており、
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　前記有機発光層は、白色の前記光を発光し、
　前記第２基板は、
　それぞれが前記複数の第１電極のそれぞれに対応して位置する複数のカラーフィルタと
、
　前記複数のカラーフィルタの間に位置するブラックマトリックスと、を含み、
　前記キャッピング層は、前記有機発光層から前記カラーフィルタを外れる方向に照射さ
れる前記光を、前記カラーフィルタ方向に集光する、ことを特徴とする有機発光表示装置
。
【請求項２】
　前記第１電極は光反射性電極であり、
　前記第２電極は光透過性電極であることを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装
置。
【請求項３】
　前記複数のカラーフィルタは、
　第１色を有する第１カラーフィルタと、
　前記ブラックマトリックスを挟んで前記第１カラーフィルタと離隔し、第２色を有する
第２カラーフィルタと、
　前記ブラックマトリックスを挟んで前記第２カラーフィルタと離隔し、第３色を有する
第３カラーフィルタと、を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記低屈折層は空気層であることを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記中屈折層は、前記高屈折層および前記低屈折層のそれぞれと接触することを特徴と
する請求項１に記載の有機発光表示装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関するものであって、より詳細には、白色の光を発光す
る有機発光素子を含む有機発光表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置は、イメージを表示する装置であって、最近、有機発光表示装置（ｏｒｇａｎ
ｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）が注目されていて
いる。
【０００３】
　従来の有機発光表示装置は、光を発光してイメージ（ｉｍａｇｅ）を表示する有機発光
素子（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）を含む。有機発光
素子は、順次に積層された第１電極、有機発光層および第２電極を含む。
【０００４】
　最近、白色の光を発光する有機発光層を含む有機発光表示装置が開発された。かかる従
来の有機発光表示装置は、第１電極に対応して位置し、有機発光層から発光する白色の光
を他の色に変換するカラーフィルタと、カラーフィルタに隣接するブラックマトリックス
とをさらに含む。
【０００５】
　しかし、前述した従来の有機発光表示装置は、有機発光層から発光した白色の光がカラ
ーフィルタを外れてブラックマトリックスによって吸収され、全体的な発光効率が低下す
る問題があった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２６５８６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の一実施形態は、上記の問題を解決するためのものであって、発光効率が向上し
た有機発光表示装置を提供しようとする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の技術的課題を達成するための本発明の一態様は、第１基板と、前記第１基板上に
位置する有機発光素子と、前記有機発光素子上に位置する第２基板と、前記第２基板と前
記有機発光素子との間に位置し、前記有機発光素子から発光した光を、前記有機発光素子
に対応する前記第２基板方向に集光するキャッピング層とを含む有機発光表示装置を提供
する。
【０００９】
　前記有機発光素子は、前記第１基板上に位置する第１電極と、前記第１電極上に位置し
、前記光を発光する有機発光層と、前記有機発光層上に位置する第２電極とを含み、前記
キャッピング層は、前記有機発光層から前記第１電極を外れる方向に照射される前記光を
、前記第１電極に対応する第２基板方向に集光することができる。
【００１０】
　前記第１電極は光反射性電極であり、前記第２電極は光透過性電極であり得る。
【００１１】
　前記第１電極は複数個であり、前記複数の第１電極のそれぞれは互いに離隔できる。
【００１２】
　前記有機発光層は、白色の前記光を発光し、前記第２基板は、それぞれが前記複数の第
１電極のそれぞれに対応して位置する複数のカラーフィルタと、前記複数のカラーフィル
タの間に位置するブラックマトリックスとを含み、前記キャッピング層は、前記有機発光
層から前記カラーフィルタを外れる方向に照射される前記光を、前記カラーフィルタ方向
に集光することができる。
【００１３】
　前記複数のカラーフィルタは、第１色を有する第１カラーフィルタと、前記ブラックマ
トリックスを挟んで前記第１カラーフィルタと離隔し、第２色を有する第２カラーフィル
タと、前記ブラックマトリックスを挟んで前記第２カラーフィルタと離隔し、第３色を有
する第３カラーフィルタとを含むことができる。
【００１４】
　前記キャッピング層は、それぞれが前記複数の第１電極のそれぞれに対応して互いに離
隔した複数の高屈折パターンと、隣接する前記高屈折パターンの間に位置する低屈折パタ
ーンとを含むことができる。
【００１５】
　前記低屈折パターンは、前記高屈折パターンと接触することができる。
【００１６】
　前記高屈折パターンは、前記低屈折パターンに比べて屈折率が大きくなり得る。
【００１７】
　前記高屈折パターンは、逆テーパされた端部面を有することができる。
【００１８】
　前記キャッピング層は、前記有機発光素子と離隔して前記第２基板と接触する高屈折層
を含むことができる。
【００１９】
　前記キャッピング層は、前記高屈折層と前記有機発光素子との間に形成される空気層を
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さらに含むことができる。
【００２０】
　前記キャッピング層は、前記高屈折層と前記空気層との間に位置する中屈折層をさらに
含むことができる。
【００２１】
　前記中屈折層は、前記高屈折層および前記空気層のそれぞれと接触することができる。
【００２２】
　前記中屈折層は、前記高屈折層の屈折率と前記空気層の屈折率との間の屈折率を有する
ことができる。
【００２３】
　前記キャッピング層は、前記高屈折層と前記有機発光素子との間に位置する低屈折層を
さらに含むことができる。
【００２４】
　前記低屈折層は、前記高屈折層および前記有機発光素子のそれぞれと接触することがで
きる。
【００２５】
　前記低屈折層は、前記高屈折層に比べて屈折率が小さくなり得る。
【００２６】
　前記キャッピング層は、前記高屈折層と前記低屈折層との間に位置する中屈折層をさら
に含むことができる。
【００２７】
　前記中屈折層は、前記高屈折層および前記低屈折層のそれぞれと接触することができる
。
【００２８】
　前記中屈折層は、前記高屈折層の屈折率と前記低屈折層の屈折率との間の屈折率を有す
ることができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明に係る有機発光表示装置は、向上した発光効率を有するという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置を示す断面図である。
【図２】図１のＡ部分を示す断面図である。
【図３】本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置の一部分を示す断面図である。
【図４】本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置の一部分を示す断面図である。
【図５】本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置の一部分を示す断面図である。
【図６】本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置の一部分を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、添付した図面を参考にして、本発明の様々な実施形態について、本発明の属する
技術分野における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発
明は、種々の異なる形態で実現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されない。
【００３２】
　本発明を明確に説明するために説明上不必要な部分は省略し、明細書全体にわたって同
一または類似の構成要素については同一の参照符号を付す。
【００３３】
　また、図面に示された各構成の大きさおよび厚さは、説明の便宜のために任意に示した
ため、本発明が必ずしもこれに限定されない。
【００３４】
　図面において、様々な層および領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。そ
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して、図面において、説明の便宜のために、一部の層および領域の厚さを誇張して示した
。層、膜、領域、板などの部分が他の部分の「上に」あるとする時、これは、他の部分の
「直上に」ある場合だけでなく、その中間にさらに他の部分がある場合も含む。
【００３５】
　さらに、明細書全体において、ある部分がある構成要素を「含む」とする時、これは、
特に反対となる記載がない限り、他の構成要素を除外するのではなく、他の構成要素をさ
らに包含できることを意味する。なお、明細書全体において、「～上に」とは、対象部分
の上または下に位置することを意味するもので、必ずしも重力方向を基準として上側に位
置することを意味するものではない。
【００３６】
　以下、図１および図２を参照して、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置を
説明する。
【００３７】
　図１は、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置を示す断面図である。図２は
、図１のＡ部分を示す断面図である。
【００３８】
　図１および図２に示されるように、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置１
０００は、第１基板１００と、配線部２００と、有機発光素子３００と、第２基板４００
と、キャッピング層５００とを含む。
【００３９】
　第１基板１００は、ガラス、ポリマーまたはステンレス鋼などを含む絶縁性基板である
。第１基板１００上には、配線部２００、有機発光素子３００およびキャッピング層５０
０が位置し、第１基板１００は、配線部２００、有機発光素子３００およびキャッピング
層５００を挟んで第２基板４００に対向している。第１基板１００は、有機発光素子３０
０を挟んでシーラント（ｓｅａｌａｎｔ）によって第２基板４００と互いに貼り合わされ
て有機発光素子３００を密封しており、第１基板１００は、第２基板４００と共に、配線
部２００および有機発光素子３００を外部の干渉から保護する。
【００４０】
　配線部２００は、スイッチング薄膜トランジスタ（図示せず）と、駆動薄膜トランジス
タＴＦＴとを含み、有機発光素子３００に信号を伝達して有機発光素子３００を駆動する
。有機発光素子３００は、配線部２００から伝達された信号に応じて光を発光する。
【００４１】
　配線部２００上には有機発光素子３００が位置している。
【００４２】
　配線部２００および有機発光素子３００の具体的な構造は図２に示されているが、本発
明の第１実施形態が図２に示された構造に限定されるものではない。配線部２００および
有機発光素子３００は、当該技術分野における技術者が容易に変形実施できる範囲内で多
様な構造に形成可能である。例えば、添付図面では、説明の便宜上、配線部２００として
駆動薄膜トランジスタＴＦＴのみが示されているが、配線部２００は、１つの画素に２つ
の薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）と１つのキ
ャパシタ（ｃａｐａｃｉｔｏｒ）とを備えた２Ｔｒ－１Ｃａｐ構造の能動駆動（ａｃｔｉ
ｖｅ　ｍａｔｒｉｘ、ＡＭ）型配線部２００であり得る。また、配線部２００は、薄膜ト
ランジスタの個数、キャパシタの個数および配線の個数が限定されない。ここで、画素と
は、イメージを表示する最小単位をいい、有機発光表示装置は、複数の画素によってイメ
ージを表示する。
【００４３】
　一例として、配線部２００は、１つの画素ごとにそれぞれ形成されたスイッチング薄膜
トランジスタ（図示せず）と、駆動薄膜トランジスタＴＦＴと、キャパシタ（図示せず）
とを含むことができる。そして、配線部２００は、第１基板１００の一方向に沿って配置
されるゲートライン、ゲートラインと絶縁交差するデータラインおよび駆動電源ラインな



(6) JP 6315889 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

どをさらに含むことができる。１つの画素は、ゲートライン、データラインおよび駆動電
源ラインを境界として定義できるが、必ずしもこれに限定されるものではない。
【００４４】
　スイッチング薄膜トランジスタは、スイッチングアクティブ層と、スイッチングゲート
電極と、スイッチングソース電極と、スイッチングドレイン電極とを含むことができる。
駆動薄膜トランジスタＴＦＴは、駆動アクティブ層ＡＬと、駆動ゲート電極ＧＥと、駆動
ソース電極ＳＥと、駆動ドレイン電極ＤＥとを含む。
【００４５】
　駆動アクティブ層ＡＬおよびスイッチングアクティブ層のうちの１つ以上は、ポリシリ
コンまたは酸化物半導体からなり得る。酸化物半導体は、亜鉛（Ｚｎ）、ガリウム（Ｇａ
）、錫（Ｓｎ）またはインジウム（Ｉｎ）を基本とする酸化物、これらの複合酸化物であ
る酸化亜鉛（ＺｎＯ）、インジウム－ガリウム－亜鉛酸化物（ＩｎＧａＺｎＯ４）、イン
ジウム－亜鉛酸化物（Ｚｎ－Ｉｎ－Ｏ）、または亜鉛－錫酸化物（Ｚｎ－Ｓｎ－Ｏ）のう
ちのいずれか１つを含むことができる。駆動アクティブ層ＡＬおよびスイッチングアクテ
ィブ層のそれぞれは、不純物がドーピングされないチャネル領域と、チャネル領域の両側
に不純物がドーピングされて形成されたソース領域およびドレイン領域とを含む。ここで
、このような不純物は、薄膜トランジスタの種類に応じて異なり、Ｎ型不純物またはＰ型
不純物が可能である。駆動アクティブ層ＡＬおよびスイッチングアクティブ層のうちの１
つ以上が酸化物半導体からなる場合には、高温に露出するなどの外部環境に脆弱な酸化物
半導体を保護するために、別の保護層が駆動アクティブ層ＡＬおよびスイッチングアクテ
ィブ層のうちの１つ以上の上に追加され得る。
【００４６】
　スイッチング薄膜トランジスタは、発光させようとする画素を選択するスイッチング素
子として用いられ、駆動薄膜トランジスタＴＦＴは、選択された画素内の有機発光素子３
００の有機発光層３２０を発光させるための駆動電源を第１電極３１０に印加する。
【００４７】
　有機発光素子３００は、第１電極３１０と、第１電極３１０に対向する第２電極３３０
と、第１電極３１０と第２電極３３０との間に位置する有機発光層３２０とを含む。つま
り、第１電極３１０、有機発光層３２０および第２電極３３０は、第１基板１００から順
次に積層されている。第１電極３１０上には有機発光層３２０が位置し、有機発光層３２
０上には第２電極３３０が位置している。
【００４８】
　第１電極３１０は、第１基板１００上に位置する。第１電極３１０は、正孔注入電極の
正極であり、光反射性電極である。第１電極３１０は、１つ以上の導電層を含むことがで
きる。一例として、第１電極３１０は、インジウムチンオキサイド（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉ
ｎ　ｏｘｉｄｅ、ＩＴＯ）、インジウムジンクオキサイド（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏ
ｘｉｄｅ、ＩＺＯ）、マグネシウム銀（ＭｇＡｇ）、アルミニウム（ＡＬ）および銀（Ａ
ｇ）などのうちの１つ以上を含む単層または複層の導電層を含むことができる。第１電極
３１０は、有機発光層３２０に対する正孔注入能力が高くなるように、第２電極３２０に
比べて仕事関数（ｗｏｒｋ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）が高い導電物質を含むことができる。第
１電極３１０は複数個であり、複数の第１電極３１０のそれぞれは、１つの画素ごとに対
応して位置している。つまり、複数の第１電極３１０のそれぞれは、互いに離隔して第１
基板１００上に配置されている。
【００４９】
　有機発光層３２０は、低分子有機物またはＰＥＤＯＴ（Ｐｏｌｙ３，４－ｅｔｈｙｌｅ
ｎｅｄｉｏｘｙｔｈｉｏｐｈｅｎｅ）などの高分子有機物からなり得る。また、有機発光
層３２０は、発光層と、正孔注入層（ｈｏｌｅ　ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ、ＨＩ
Ｌ）、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ、ＨＴＬ）、電子
輸送層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ、ＥＴＬ）、および
電子注入層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ、ＥＩＬ）のうちの１
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つ以上を含む多重膜に形成できる。これらをすべて含む場合、正孔注入層が正極の第１電
極３１０上に配置され、その上に正孔輸送層、発光層、電子輸送層、電子注入層が順次に
積層される。有機発光層３２０は、赤色発光層、緑色発光層および青色発光層が順に積層
されるか、白色を発光する白色発光層が積層され、白色の光を発光する。
【００５０】
　第２電極３３０は、有機発光層３２０上に位置する。第２電極３３０は、電子注入電極
の負極（ｃａｔｈｏｄｅ）であり、光透過性電極である。第２電極３３０は、複数の第１
電極３１０を覆うように、第１基板１００の全体にわたって位置している。第２電極３３
０は、１つ以上の導電層を含むことができる。一例として、第２電極３３０は、インジウ
ムチンオキサイド（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ、ＩＴＯ）、インジウムジンクオ
キサイド（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ、ＩＺＯ）、マグネシウム銀（ＭｇＡｇ
）、アルミニウム（ＡＬ）および銀（Ａｇ）などのうちの１つ以上を含む単層または複層
の導電層を含むことができる。第２電極３３０は、有機発光層３２０に対する電子注入能
力が高くなるように、第１電極３１０に比べて仕事関数（ｗｏｒｋ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）
が低い導電物質を含むことができる。
【００５１】
　このように、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置１０００において、有機
発光素子３００は、第２基板４００方向に光を発光する。つまり、本発明の第１実施形態
にかかる有機発光表示装置１０００は、前面発光型である。
【００５２】
　第２基板４００は、有機発光素子３００上に位置しており、第２基板本体４１０と、カ
ラーフィルタ４２０と、ブラックマトリックス４３０とを含む。
【００５３】
　第２基板本体４１０は、ガラスまたはポリマーなどを含む光透過性基板である。
【００５４】
　カラーフィルタ４２０は複数個であり、複数のカラーフィルタ４２０のそれぞれは、第
１電極３１０のそれぞれに対応して位置している。複数のカラーフィルタ４２０は、第１
カラーフィルタ４２１と、第２カラーフィルタ４２２と、第３カラーフィルタ４２３とを
含む。
【００５５】
　第１カラーフィルタ４２１は、第１色を有しており、有機発光層３２０から発光した白
色の光を第１色の光に変換させる役割を果たす。ここで、第１色は赤色であり得る。
【００５６】
　第２カラーフィルタ４２２は、第２色を有しており、ブラックマトリックス４３０を挟
んで第１カラーフィルタ４２１と離隔している。第２カラーフィルタ４２２は、有機発光
層３２０から発光した白色の光を第２色の光に変換させる役割を果たす。ここで、第２色
は緑色であり得る。
【００５７】
　第３カラーフィルタ４２３は、第３色を有しており、ブラックマトリックス４３０を挟
んで第２カラーフィルタ４２２と離隔している。第３カラーフィルタ４２３は、有機発光
層３２０から発光した白色の光を第３色の光に変換させる役割を果たす。ここで、第３色
は青色であり得る。
【００５８】
　ブラックマトリックス４３０は、複数のカラーフィルタ４２０それぞれの間に位置して
いる。ブラックマトリックス４３０は、有機発光層３２０から発光した光がカラーフィル
タ４２０の位置しない所へ出射するのを防止する役割を果たす。
【００５９】
　第２基板４００と有機発光素子３００との間にはキャッピング層５００が位置している
。
【００６０】



(8) JP 6315889 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

　キャッピング層５００は、第２基板４００と有機発光素子３００との間において、有機
発光素子３００から発光した白色の光を、有機発光素子３００に対応する第２基板４００
方向に集光する。詳細には、キャッピング層５００は、有機発光素子３００の有機発光層
３２０から発光し、第１電極３１０に対応するカラーフィルタ４２０を外れる方向に照射
される白色の光を、第１電極３１０に対応するカラーフィルタ４２０方向に集光する。
【００６１】
　キャッピング層５００は、複数の高屈折パターン５１０と、複数の低屈折パターン５２
０とを含む。
【００６２】
　複数の高屈折パターン５１０のそれぞれは、複数の第１電極３１０のそれぞれに対応し
て互いに離隔しており、逆テーパされた端部面５１１を有している。高屈折パターン５１
０は、低屈折パターン５２０に比べて大きい屈折率を有している。高屈折パターン５１０
の屈折率は１．５～１．８であり得る。
【００６３】
　複数の低屈折パターン５２０のそれぞれは、隣接する高屈折パターン５１０の間に位置
しており、高屈折パターン５１０のそれぞれと接触している。
【００６４】
　高屈折パターン５１０および低屈折パターン５２０のそれぞれは、有機物質および無機
物質のうちの１つ以上を含むことができ、第１基板１００または第２基板４００に選択的
に形成することができる。
【００６５】
　以下、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置１０００の効果について説明す
る。
【００６６】
　本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置１０００の有機発光層３２０から発光
した白色の光のうちの一部の光Ｌは、有機発光層３２０から発光し、カラーフィルタ４２
０を外れる方向に照射される。この一部の光Ｌが、高屈折パターン５１０および低屈折パ
ターン５２０の接触する逆テーパされた形態の界面で屈折率の差によって反射し、カラー
フィルタ４２０方向に集光される。
【００６７】
　これにより、有機発光素子３００の発光効率が向上すると共に、一部の光Ｌが反射する
角度を考慮してカラーフィルタ４２０の幅を広く形成することにより、有機発光層３２０
から発光した全体の光のうち第２基板４００を透過する一部の光Ｌの量が増加する。
【００６８】
　つまり、高屈折パターン５１０および低屈折パターン５２０を含むキャッピング層５０
０を含むことにより、全体的に発光効率が向上すると共に開口率が向上し、表示品質の向
上した有機発光表示装置１０００が提供される。
【００６９】
　また、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置１０００は、第２基板４００と
有機発光素子３００との間にキャッピング層５００が位置することにより、外部の衝撃か
ら有機発光素子３００がキャッピング層５００によって保護される。つまり、取り扱いの
信頼性が向上した有機発光表示装置１０００が提供される。
【００７０】
　以下、図３を参照して、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置を説明する。
【００７１】
　以下、第１実施形態と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明し、説明が省略され
た部分は第１実施形態に従う。そして、本発明の第２実施形態では、説明の便宜のために
、同一の構成要素については、本発明の第１実施形態と同一の参照番号を用いて説明する
。
【００７２】
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　図３は、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置の一部分を示す断面図である
。
【００７３】
　図３に示されるように、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置１００２のキ
ャッピング層５０２は、高屈折層５３０と、空気層５４０とを含む。
【００７４】
　高屈折層５３０は、有機発光素子３００と離隔して第２基板４００と接触しており、空
気層５４０は、高屈折層５３０と有機発光素子３００との間に形成される。高屈折層５３
０は、空気層５４０に比べて大きい屈折率を有している。空気層５４０の屈折率は１であ
り、高屈折層５３０の屈折率は１．５～１．８であり得る。
【００７５】
　高屈折層５３０は、有機物質および無機物質のうちの１つ以上を含むことができ、第２
基板４００に形成することができる。
【００７６】
　以下、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置１００２の効果について説明す
る。
【００７７】
　本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置１００２の有機発光層３２０から発光
した白色の光のうちの一部の光Ｌは、有機発光層３２０から発光し、カラーフィルタ４２
０を外れる方向に照射される。この一部の光Ｌが、空気層５４０と高屈折層５３０との接
触する界面で屈折率の差によって屈折し、カラーフィルタ４２０方向に集光される。
【００７８】
　これにより、有機発光素子３００の発光効率が向上すると共に、一部の光Ｌが屈折する
角度を考慮してカラーフィルタ４２０の幅を広く形成することにより、有機発光層３２０
から発光した全体の光のうち第２基板４００を透過する一部の光Ｌの量が増加する。
【００７９】
　つまり、高屈折層５３０および空気層５４０を含むキャッピング層５０２を含むことに
より、全体的に発光効率が向上すると共に開口率が向上し、表示品質の向上した有機発光
表示装置１００２が提供される。
【００８０】
　以下、図４を参照して、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置を説明する。
【００８１】
　以下、第１実施形態と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明し、説明が省略され
た部分は第１実施形態に従う。そして、本発明の第３実施形態では、説明の便宜のために
、同一の構成要素については、本発明の第１実施形態と同一の参照番号を用いて説明する
。
【００８２】
　図４は、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置１００３の一部分を示す断面
図である。
【００８３】
　図４に示されるように、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置１００３のキ
ャッピング層５０３は、高屈折層５３０と、低屈折層５５０とを含む。
【００８４】
　高屈折層５３０は、有機発光素子３００と離隔して第２基板４００と接触しており、低
屈折層５５０は、高屈折層５３０と有機発光素子３００との間に位置している。低屈折層
５５０は、高屈折層５３０および有機発光素子３００のそれぞれと接触している。高屈折
層５３０は、低屈折層５５０に比べて大きい屈折率を有しており、低屈折層５５０は、高
屈折層５３０に比べて小さい屈折率を有している。低屈折層５５０の屈折率は１．１～１
．４であり、高屈折層５３０の屈折率は１．５～１．８であり得る。
【００８５】
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　高屈折層５３０および低屈折層５５０は、有機物質および無機物質のうちの１つ以上を
含むことができ、第１基板１００または第２基板４００に選択的に形成することができる
。
【００８６】
　以下、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置１００３の効果について説明す
る。
【００８７】
　本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置１００３の有機発光層３２０から発光
した白色の光のうちの一部の光Ｌは、有機発光層３２０から発光し、カラーフィルタ４２
０を外れる方向に照射される。この一部の光Ｌが、低屈折層５５０と高屈折層５３０との
接触する界面で屈折率の差によって屈折し、カラーフィルタ４２０方向に集光される。
【００８８】
　これにより、有機発光素子３００の発光効率が向上すると共に、一部の光Ｌが屈折する
角度を考慮してカラーフィルタ４２０の幅を広く形成することにより、有機発光層３２０
から発光した全体の光のうち第２基板４００を透過する一部の光Ｌの量が増加する。
【００８９】
　つまり、高屈折層５３０および低屈折層５５０を含むキャッピング層５０３を含むこと
により、全体的に発光効率が向上すると共に開口率が向上し、表示品質の向上した有機発
光表示装置１００３が提供される。
【００９０】
　以下、図５を参照して、本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置を説明する。
【００９１】
　以下、第１実施形態と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明し、説明が省略され
た部分は第１実施形態に従う。そして、本発明の第４実施形態では、説明の便宜のために
、同一の構成要素については、本発明の第１実施形態と同一の参照番号を用いて説明する
。
【００９２】
　図５は、本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置の一部分を示す断面図である
。
【００９３】
　図５に示されるように、本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置１００４のキ
ャッピング層５０４は、高屈折層５３０と、空気層５４０と、中屈折層５６０とを含む。
【００９４】
　高屈折層５３０は、有機発光素子３００と離隔して第２基板４００と接触しており、空
気層５４０は、高屈折層５３０と有機発光素子３００との間に形成される。中屈折層５６
０は、高屈折層５３０と空気層５４０との間に位置しており、高屈折層５３０および空気
層５４０のそれぞれと接触している。高屈折層５３０は、空気層５４０に比べて大きい屈
折率を有しており、中屈折層５６０は、高屈折層５３０の屈折率と空気層５４０の屈折率
との間の屈折率を有している。空気層５４０の屈折率は１であり、高屈折層５３０の屈折
率は１．５～１．８であり、中屈折層５６０の屈折率は１．１～１．４であり得る。
【００９５】
　高屈折層５３０および中屈折層５６０は、有機物質および無機物質のうちの１つ以上を
含むことができ、第２基板４００に順次に形成することができる。
【００９６】
　以下、本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置１００４の効果について説明す
る。
【００９７】
　本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置１００４の有機発光層３２０から発光
した白色の光のうちの一部の光Ｌは、有機発光層３２０から発光し、カラーフィルタ４２
０を外れる方向に照射される。この一部の光Ｌが、空気層５４０と中屈折層５６０との接
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触する界面、および中屈折層５６０と高屈折層５３０との接触する界面のそれぞれで屈折
率の差によって２回屈折し、カラーフィルタ４２０方向に集光される。
【００９８】
　これにより、有機発光素子３００の発光効率が向上すると共に、一部の光Ｌが屈折する
角度を考慮してカラーフィルタ４２０の幅を広く形成することにより、有機発光層３２０
から発光した全体の光のうち第２基板４００を透過する一部の光Ｌの量が増加する。
【００９９】
　つまり、高屈折層５３０、空気層５４０および中屈折層５６０を含むキャッピング層５
０４を含むことにより、全体的に発光効率が向上すると共に開口率が向上し、表示品質の
向上した有機発光表示装置１００４が提供される。
【０１００】
　以下、図６を参照して、本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置を説明する。
【０１０１】
　以下、第１実施形態と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明し、説明が省略され
た部分は第１実施形態に従う。そして、本発明の第５実施形態では、説明の便宜のために
、同一の構成要素については、本発明の第１実施形態と同一の参照番号を用いて説明する
。
【０１０２】
　図６は、本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置の一部分を示す断面図である
。
【０１０３】
　図６に示されるように、本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置１００５のキ
ャッピング層５０５は、高屈折層５３０と、低屈折層５５０と、中屈折層５７０とを含む
。
【０１０４】
　高屈折層５３０は、有機発光素子３００と離隔して第２基板４００と接触しており、低
屈折層５５０は、高屈折層５３０と有機発光素子３００との間に位置している。中屈折層
５７０は、高屈折層５３０と低屈折層５５０との間に位置しており、高屈折層５３０およ
び低屈折層５５０のそれぞれと接触している。高屈折層５３０は、低屈折層５５０に比べ
て大きい屈折率を有しており、中屈折層５７０は、高屈折層５３０の屈折率と低屈折層５
５０の屈折率との間の屈折率を有している。低屈折層５５０の屈折率は１．１～１．２で
あり、高屈折層５３０の屈折率は１．５～１．８であり、中屈折層５７０の屈折率は１．
３～１．４であり得る。
【０１０５】
　高屈折層５３０、低屈折層５５０および中屈折層５７０のそれぞれは、有機物質および
無機物質のうちの１つ以上を含むことができ、第１基板１００または第２基板４００に選
択的に形成することができる。
【０１０６】
　以下、本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置１００５の効果について説明す
る。
【０１０７】
　本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置１００５の有機発光層３２０から発光
した白色の光のうちの一部の光Ｌは、有機発光層３２０から発光し、カラーフィルタ４２
０を外れる方向に照射される。この一部の光Ｌが、低屈折層５５０と中屈折層５７０との
接触する界面、および中屈折層５７０と高屈折層５３０との接触する界面のそれぞれで屈
折率の差によって２回屈折し、カラーフィルタ４２０方向に集光される。
【０１０８】
　これにより、有機発光素子３００の発光効率が向上すると共に、一部の光Ｌが屈折する
角度を考慮してカラーフィルタ４２０の幅を広く形成することにより、有機発光層３２０
から発光した全体の光のうち第２基板４００を透過する一部の光Ｌの量が増加する。



(12) JP 6315889 B2 2018.4.25

10

20

30

40

【０１０９】
　つまり、高屈折層５３０、低屈折層５５０および中屈折層５７０を含むキャッピング層
５０５を含むことにより、全体的に発光効率が向上すると共に開口率が向上し、表示品質
の向上した有機発光表示装置１００５が提供される。
【０１１０】
　一方、本発明の他の実施形態にかかる有機発光表示装置のキャッピング層は、低屈折層
、中屈折層、高屈折層それぞれの間に位置する他の追加的な屈折層をさらに含むことがで
きる。
【０１１１】
　本発明を上述のように好ましい実施形態を通じて説明したが、本発明はこれに限定され
ず、以下に記載する特許請求の範囲の概念と範囲を逸脱しない限り、多様な修正および変
形が可能であることを、本発明の属する技術分野に従事する者であれば容易に理解するは
ずである。
【符号の説明】
【０１１２】
　１００　第１基板
　２００　配線部
　３００　有機発光素子
　３１０　第１電極
　３２０　有機発光層
　３３０　第２電極
　４００　第２基板
　４１０　第２基板本体
　４２０　カラーフィルタ
　４２１　第１カラーフィルタ
　４２２　第２カラーフィルタ
　４２３　第３カラーフィルタ
　４３０　ブラックマトリックス
　５００　キャッピング層
　５０２　キャッピング層
　５１０　高屈折パターン
　５１１　端面部
　５２０　低屈折パターン
　５３０　高屈折層
　５４０　空気層
　５５０　低屈折層
　５６０　中屈折層
　１０００　有機発光表示装置
　１００２　有機発光表示装置
　１００３　有機発光表示装置
　１００４　有機発光表示装置
　１００５　有機発光表示装置
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